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日本語文中に出現する複合語用語候補について、
その前後に位置する形態素の性質によって、境界
の信頼性が変わる性質を考慮することにより、精度
を低下させることなく、より網羅的な用語抽出ができ
るようになります。

何がわかる？

学術研究文書を高度利用するためには、文書を
記述するために用いられる用語を整理することが
重要です。この研究では文書集合から網羅的に
用語候補を取り出すことを目的としています。

どんな研究？

研究の目的研究の目的

研究の方法研究の方法
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特定分野の学術文書集合では、どのような用語が用いられているのでしょうか。

  特定学会の研究抄録など、当該研究分野の文書集合が与えられたとき、文書集合中にどのような用語が
出現しているのか、可能性の高い複合語の集合を網羅的に抽出するための方法論を明かにします。

　日本語では用語の多くは複合語の形を取り
ます。また複合語は多くの場合特定分野の用
語となっています。したがって日本語では複合
語を正しく取り出すことができれば、高い精度
で網羅的に用語が抽出できると期待されます。
　日本語の複合語は名詞的形態素の連接と
いう形を取ることから、複合語を正しく取り出す
ことは基本的には容易なはずです。しかし実際
には、名詞系形態素の分類が必ずしも十分で
はないこと、また形態素解析にはある程度誤り
が起きることから、いくつかの処理をして抽出
精度を高める必要があります。
　名詞系形態素の分類については、複合語の
要素となることができないもの、複合語の先頭
また、末尾にくることができないものを、リストの
形で管理します。
　また、形態素解析誤りの影響を緩和するため
抽出された複合語候補の前後に位置する形態
素に制約を設け、複合語の境界が確実なもの
だけを選び出します。

　以上の工夫をすることにより、用語とならな
い形態素列の抽出を抑えながら、しかも網羅
的にテキストコーパスから用語を抽出するこ
とが可能となります。
　提案する手法の有効性を確認するため、情
報処理学会研究発表抄録から用語を抽出し
た結果を示します。
　ここでは候補の前後接続関係を調べること
の効果を評価するため、比較として、候補の前
後接続関係の検査を省略するかわりに、候補
のコーパス内出現頻度を２以上に限定した時
の結果を併せて示します。
　候補の前後を確認することにより、抽出精度
をほとんど低下させることなく、抽出候補数を
３倍近くに増やすことができます。

前後検査あり、頻度制限なし
　抽出数：130,876　　精度：84.6%
前後検査なし、頻度２以上
　抽出数：   46,609 　 精度：85.8%
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